
なぜ研修しても⾝につかないのか

AI⼈材育成の
失敗パターン10選
失敗事例から、研修を成功させる条件へ。
そして、その条件を満たすAIエンジニアアカデミーへ。

STORY / 本資料の流れ

01 前半：10の失敗事例を紹介
研修を形骸化させる落とし⽳を具体解説

02 中盤：成功する研修の条件を整理
実務定着を最⼤化するための要件とは

03 最後：アカデミーの内容に接続
成功条件を網羅した実践型カリキュラム



導⼊は進んだ。しかし、研修は定着していない。
⽣成AIは使われ始めています。問題は、使い⽅が組織の成果に変わる前に⽌まってしまうことです。

34.5%
⽣成AIを業務で活⽤している

国内企業

86.7%
活⽤企業のうち「効果あり」と回答

40.0%
⽇本で財務的成果に接続できた割合

このギャップが⽰していること：
AIツールの導⼊や研修の実施そのものではなく、現場で繰り返し使われ、成果として説明できる状態まで設計できているかが問われ
ています。

出典: 帝国データバンク「⽣成AIに関する企業の動向調査（2026年3⽉）」、PwC Japan「⽣成AIに関する実態調査2026 春」



AI⼈材育成が失敗する10の典型パターン
ここでは、すべて「失敗の状態」として⾒せます。成功条件は後半で整理します。

01 ⽬的なき研修 KPIがなく実施が⽬的化している状態

02 単発イベント化 研修を実施した後の継続的な⽀援や仕組みがない状態

03 ツール操作⽌まり ツールの使い⽅を学ぶだけで、⾃分の実務や業務に結びつかない状態

04 ROI不明 投資対効果を提⽰できず、次年度以降の稟議を通せなくなっている状態

05 管理職不在 プレイングメンバーだけが学習し、管理職の理解不⾜で現場が孤⽴する状態

06 ルール不在 利⽤ガイドラインがなく、シャドーIT（Shadow AI）が拡⼤しリスクが⾼まる状態

07 不安の放置 「AIに仕事が奪われる」といった⼼理的抵抗感へのケアがない状態

08 汎⽤研修流⽤ ⼀般的な学習コンテンツをそのまま使⽤し、⾃社のビジネス⽂脈に合わない状態

09 成功体験なし 「使って本当に効果があった」という⼩さな成功実感を得る前に離脱してしまう状態

10 採⽤偏重 外部からの採⽤活動にばかり頼り、既存社員の育成ロードマップが構築されない状態



失敗①：⽬的なき「とりあえず研修」
何のための研修かを設計しないまま進めると、実施すること⾃体が⽬的化します。

失敗の状態
受講者数や開催回数だけがKPI（管理指標）として追
われ、誰が‧いつまでに‧どのような業務をAI化‧⾼
度化できるようになれば成功なのか、具体的な⽬標が
合意されていない。

現場で起きること
研修終了後に効果検証ができず、どれだけの業務効率化や
付加価値創出ができたのか誰も説明できないため、次年度
の投資判断や継続展開の稟議が通らなくなる。

※改善策はここでは記述せず、課題の可視化のみに徹する。



失敗②：「研修＝1回のイベント」で終わる
当⽇の盛り上がりだけで終わる研修は、30⽇後には元の状態に戻ります。

継続的な仕組みのない学習は、実務に定着せず⾃然消滅する

状態 失敗の実態
研修当⽇に最新技術に触れて受講者の関⼼が⾼まったとして
も、研修後のフォローアップ環境が⼀切⽤意されていない。

• 継続的な学習環境の⽋如
• ⽇常業務への実務適⽤の場がない
• フォローアップ‧メンタリング計画の不在

結果 現場で起きる摩擦
受講直後の⾼いモチベーションは数⽇で急激に低下。不明点
を聞ける先もなく、実務適⽤の壁に突き当たります。

• 多忙な通常業務に忙殺される
• 不明点を解消できずモチベーションが低下
• 従来のやり⽅‧使い慣れた業務プロセスへの逆戻り



失敗③：ツール操作講習に終始する
ツールの操作がわかることと、実務で成果を創出できることは同義ではありません。

失敗の状態：操作テクニックのみに偏り、業務設計が⽋落している構造

学んでいること（ツール操作のみ）
「プロンプトの書き⽅」や「画⾯の操作ボタンの位置」な
ど、ツールそのものの操作⽅法。これらは表⾯的なテク
ニックに過ぎません。

【決定的な⽋落】 業務への適⽤設計
各⾃の既存業務フローの「どこで‧どのタイミングで」適
⽤すべきかという、実務と技術を紐付けるための「業務設
計」がなされていない。

現場で起きること 受講者は「便利な技術があることは分かったが、⾃分の仕事のどこで使うべきか分からない」という状態に陥りま
す。
結果として、⽇々の実業務の⼿順に⼀切組み込まれないまま研修の成果がゼロに終わってしまいます。



失敗④：ROIを説明できない
成果が財務や時間に換算できない研修は、組織の定着資産になりません。

客観的な投資対効果（ROI）を⽰せない

【失敗の状態】
「受講者満⾜度」や「アンケート結果」のみを指標とし、業務時間削減
幅や作業品質向上度などの定量評価指標（ROI）が設計されていない。

【現場で起きること】
予算申請や稟議の際、経営陣や財務部⾨に対して「なぜ今この投資が必
要なのか」を納得させるデータを⽰せず、単発のコスト消費で終わる。

PwC Japan「⽣成AIに関する実態調査2026 春」

40.0%
効果を財務的成果にまで

接続できた⽇本企業の割合
残りの60.0%の企業は、具体的な財務価値や時間削減

の効果を定量的に⽰せていません。



失敗⑤：経営層‧管理職が対象外
現場だけを学ばせても、それを評価‧⽀援する仕組みがなければ取り組みは潰れます。

経営層‧管理職が対象外となることで⽣じる「致命的なギャップ」

現場の⼀般社員‧実務担当者

● 研修で最先端スキルを磨く
AIの特性や実務での有効な活⽤⽅法を理解。

● ボトムアップでの業務改善提案
AIを活⽤した新しいプロセスや⾃動化を提案。

経営層‧中間管理職（意思決定層）

● AIへの理解度‧リテラシー不⾜
特性や投資対効果を判断できる知識がない。

● 提案を正しく評価‧決裁できない
価値が理解されず却下され、全社展開へ⾄らない。✕

評価‧⽀援の
仕組みがない

取り組みが
現場で潰れる



失敗⑥：ガイドラインなしでツール配布
セキュリティと運⽤のルールが曖昧なままの配布は、隠れたリスクを増⼤させます。

ルール設計を怠ったツール配布が⽣み出す「ガバナンス上の危機」

▼ 失敗の状態（曖昧な運⽤ルール）

⽣成AIツールのライセンスを⼀⻫配布‧推奨する⼀⽅で、以
下のような運⽤ルールが全く定まっていません。

‧どの情報を⼊⼒して良いのか（機密情報、個⼈情報の制
限）

‧成果物の責任は誰が持つのか

‧承認フローはどうするのか

▼ 現場で起きること（ガバナンスの崩壊）

ルールがない結果、現場は極端な⼆極化に陥ります。

‧情報漏えいや権利侵害のリスクに恐れる現場

‧ルールを無視して機密データを学習させてしまう Shadow 
AI（勝⼿な活⽤） の横⾏

‧結果的に 「トラブル防⽌のため全⾯禁⽌」か「放置」 の⼆
択に陥る



失敗⑦：不安‧抵抗感を放置する
⼼理的安全性と納得感のない研修は、受講者のサボタージュや離脱を招きます。

失敗の状態：根本的な不安‧抵抗感の不解消

受講者側の⼼理状態（懸念の種）

‧「AI導⼊で⾃分の役割や価値が奪われる」
‧「評価基準が変わり、不利益を被るのでは」

⼼理的な納得感を得られないまま、⼀⽅的に新しいスキルの習得や
研修の受講を強制されていると感じている状態。

現場で発⽣する実態（防衛反応）

‧防衛的な⼼理状態になり、試⾏そのものを拒む
‧ツールの不具合等を理由に、実務適⽤を遅らせる

変化に伴う本質的な不安にアプローチしないため、⽬に⾒えない形
の「サイレントな反発」として研修効果の無効化が進⾏します。



失敗⑧：汎⽤パッケージ研修の流⽤

⼀般論に終始するパッケージ研修は、⾃社の実務にフィットしません。

⾃社のシステムや業務環境に合わせたカスタマイズの⽋如

⼀般論‧他社事例のみの教材

市販されている⼀般的なChatGPT活⽤例や、他業界のサンプル
ワークばかりを⾏うだけで、⾃社独⾃のデータ構造、固有の社
内システム、実際の業務環境や開発環境に合わせた調整がされ
ていません。

受講者のリアルな声（現場の本⾳）

「デモは⾯⽩かったが、⾃社のセキュリティ環境やシステム
では再現できない」
「⾃分の⽇々の専⾨的な仕事には応⽤できない」

現場で起きること： 実⽤性がないと判断され、せっかくの研修
教材やアカウントは⼆度と使われることなく、そのまま放置され
ます。



失敗⑨：⼩さな成功体験の設計がない
最初の⼀歩で「⾃分⾃⾝が楽になった」という体験を設計しなければ、習慣化しません。

壮⼤な計画の影で、個⼈の⼩さな成功が形骸化する

【失敗の状態】壮⼤なDXロードマップの優先
研修の現場カリキュラムにおいて「受講者が⾃分の今⽇の仕事で実
際に30分短縮できた」「作業が格段に楽になった」という⼩さな
個⼈レベルの成功体験を重視していない。

【現場で起きること】効果実感前の早期離脱
難易度が⾼すぎたり、成果が⽬に⾒えにくかったりするため、効果
を実感する前に離脱し、⽇々の業務の忙しさを理由にAI活⽤へのモ
チベーションが急速に減退する。

習慣化を導く本質

受講者が「⾃分の仕事が実際に楽になった」と実感できる設計
最初の⼀歩で「今⽇の仕事を30分短縮できた」という強烈な成功体験を与えることこそが、⾃⾛を促す唯⼀のルートです。



失敗⑩：AI⼈材不⾜を採⽤だけで解決する
外部⼈材に頼るだけの調達戦略は、組織のコアスキルの転換を停滞させます。

採⽤偏重による失敗のメカニズム
【失敗の状態】
AIの導⼊‧展開を外部からの中途採⽤や⼀部の⾼度専⾨ベンダー、IT部⾨
の少数の⼈材だけに完全に依存し、現在多くの実務を回している既存の⼀
般社員やエンジニアのリスキリングを後回しにする。

【現場で起きること】
外部調達した⾼度⼈材が業務全体のドメイン知識を⽋いているために機能
しないか、既存社員との間で活⽤格差や対⽴が⽣じ、組織全体の⻑期的か
つボトムアップでの⽣産性向上が進まない。

DATA CALLOUT

85.1%
我が国における「DX推進⼈材」の不⾜率

[出典補⾜] IPA「DX動向2025」
⽇本企業の85.1%でDX推進⼈材が⼤幅に不⾜していると整理さ
れており、単なる外部採⽤だけでは⼈材確保が困難な実態が⽰
されています。内部でのリスキリング（育成の仕組み）確⽴が
急務です。



10の失敗に共通する本質
研修が失敗する原因は、AIモデルの性能不⾜や受講者の能⼒不⾜ではありません。多くは「仕組み」の不⾜です。

⽬的設計の⽋落
何をビジネス成果とし、どのKPIで測定するかの明確な⽅
針がない

業務接続の⽋落
学習した知識‧ツール操作が、⽇々の⽇常業務や開発⼿順
に落とし込まれていない

定着⽀援の⽋落
研修後に現場でいざ使う際、質問できる窓⼝や成果物に対
する専⾨レビューなどの伴⾛がない

組織運⽤の⽋落
経営層‧管理職の評価、セキュリティガイドライン、成果
測定プロセスが⼀体化していない

つまり、必要なのは「研修を実施すること」ではなく、
研修を現場成果に変える「育成の仕組みそのものの設計」です。



では、どうすればAI研修は成功するのか
ここから後半（解決編）です。10個の失敗事例を乗り越え、確実に研修を組織の資産とするために必要な5つの条件を整理します。

01

業務起点

単なる「AIツール」では
なく、現在時間がかかっ
ている実務課題、品質を
⾼めたい「業務プロセ
ス」から逆算して研修内
容を設計する。

02

実践課題

抽象的なプロンプト作成
ではなく、⾃社の実務に
極めて近い題材や実際の
ダミーデータを使⽤し
た、具体的な「疑似プロ
ジェクト」を研修内で実
践する。

03

伴⾛⽀援

学習中に⽣じた疑問や、
実務適⽤の際の実装⽅針
などの悩みを、現場の第
⼀線で活躍するプロにい
つでも相談でき、レ
ビューを受けられる環境
を整える。

04

運⽤ルール

⼀過性で終わらせず、ど
のようなレビュー責任や
管理体制で進めるかな
ど、チーム全員が⽇常的
に使える「共通ガイドラ
イン」を構築する。

05

効果測定

研修前後で、削減された
実業務時間、納品物の品
質向上度、案件への適⽤
⽐率などを徹底的に測定
し、財務的成果やROIを経
営層に⽰せる状態を確保
する。

成功する研修は「学んで終わり」ではなく、受講者の頭の中から外に⾶び出し、
研修後に「チームに運⽤資産として残るもの」まで設計されています。



成功する研修設計：診断から定着までを⼀体化する
研修という「点」の施策ではなく、前後を含めた5つのフェーズによる「型」として⼀体化して組み⽴てます。

PHASE 01
現状診断
社内の現在のAI活⽤状況
のサーベイと、受講対象
者のスキルレベルの精査

PHASE 02
業務選定
削減余地がある（時間が
かかる）業務や、個⼈間
で品質差が出ている業務
の洗い出しと定義

PHASE 03
研修設計
部⾨‧職種別‧開発チー
ムごとの実務⽂脈に合わ
せた教材設計と、具体的
な実践課題の作成

PHASE 04
実践‧OJT
研修内の疑似プロジェク
ト進⾏、および実業務に
近い環境での成果物レ
ビューとQ&A伴⾛

PHASE 05
定着‧測定
標準開発ガイドラインな
どのチームルール整備
と、最終的な業務効率‧
品質向上度の成果レ
ビュー

「何を教えるか」より先に、「どの業務に使い、どの成果を出し、どのルールで続けるか」を決める。
この⼀貫したプロセス構築こそが、研修プロジェクトにおける最⼤の成功要因です。



その成功条件を満たす内容がAIエンジニアアカデミーにある
AIエンジニアアカデミーは、AIを活⽤した開発プロセスや業務の⾼度化を組織に確実に実装する、法⼈特化型の伴⾛研修です。

業務起点 【AIエンジニアアカデミー】要件定義‧基本設計‧詳細設計‧実装‧テスト‧コードレビューまでの開発プロセス
に⼀気通貫で接続。

実践課題 【AIエンジニアアカデミー】実務⽔準の疑似プロジェクト。学んだ技術で実際に成果物を⽣み出す「実践型」のカ
リキュラム。

伴⾛⽀援 【AIエンジニアアカデミー】⾃⼰学習で終わらせない。現役のプロエンジニアによるコード‧成果物の詳細レ
ビューと、タイムリーな質疑応答体制。

運⽤ルール 【AIエンジニアアカデミー】実務で即使える「CLAUDE.md」の最適テンプレート、チーム開発ガイドライン、
GitHub運⽤テンプレートをそのまま提供。

定着⽀援 【AIエンジニアアカデミー】全3モジュールの体系的講義に加え、OJT指導、研修終了後の定着‧展開に向けた
フォローアップまで⼀括提供。

出典: AIエンジニアアカデミー公式サイト（2026年8⽉18⽇確認）



研修後に「チームに残るもの」まで設計する
優れた研修は、受講者の記憶だけでなく、チームがそのまま⽇常で使える資産（運⽤アセット）を組織に残します。

CLAUDE.mdテンプレート
プロジェクト固有の開発ルールや前提知識をAIに確実に同期し、⾼精
度な出⼒を引き出す。

AI活⽤ガイドライン
個⼈利⽤に留めず、チームで使ってよい情報範囲や、レビューの検証
責任を明⽂化し、リスクを遮断する。

GitHub運⽤テンプレート
AI開発時代におけるブランチ、コミット、プルリクエストの作成運⽤
プロセスを標準化する。

レビュー観点チェックリスト
AIが⽣成したコードやテキストについて、品質‧保守性‧セキュリ
ティレベルを担保するための確認基準。

AI駆動開発ロードマップ
研修をきっかけとして、社内全体へAI開発プロセスを展開‧定着させ
るためのマイルストーン。

「研修を受けた⼈個⼈が頑張る」という不確実なやり⽅ではなく、「チーム全員が同じ型を使って成果を再現できる」システムを構築しま
す。



AI研修の失敗は、

「教え⽅」ではなく「残し⽅」で決まる

本書で紹介した10の失敗事例に当てはまる項⽬が多い組織ほど、ただ単発
で講義を実施するだけの研修は⾒送るべきです。

必要なのは、実業務への接続、第⼀線のプロによる伴⾛、チームに定着さ
せる運⽤ガイドライン、そして具体的なROIの可視化をすべて内包した
「AIエンジニアアカデミー」による育成設計です。

⾃社の開発⼒‧業務効率を抜本的に⾼める第⼀歩として、まずはお気軽に
ご相談ください。

NEXT ACTION

STEP 1 ⾃社の現状の失敗パターン（10個のチェック）
を確認する

STEP 2 AI化‧⾼度化を⽬指す対象業務と、対象となる
受講社員を整理する

STEP 3 AIエンジニアアカデミーへ相談し、⾃社専⽤の
伴⾛プランを作成する

お問い合わせ先
https://aieac.net/contact/

出典： 帝国データバンク「⽣成AIに関する企業の動向調査（2026年3⽉）」 | PwC Japan「⽣成AIに関する実態調査2026 春 6カ国⽐較」 | IPA「DX動向2025」 | AIエンジニアアカデミー公式サイト


